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研究成果の概要（和文）： 
本研究課題では個人とグループのスムーズな創造的思考活動の移行を可能にするための知識創
造支援環境を研究開発した．そのために，まず発散的思考支援機能と収束的思考支援機能を備
えた知識創造支援環境を調査した．発散的思考および収束的思考の主要な技術としてはブレイ
ンストーミング支援ツール”Brain Writer”および手書きＫＪ法支援ツール”GKJ”がある．そ
れらは創造的思考プロセスの個人とグループの両モードに対し，適用することができる． 
 
研究成果の概要（英文）： 
We researched and developed knowledge creating support environment which provides 
smooth transition between personal process and collaborative process for human 
creative thinking. We investigated knowledge creating support environments which 
have divergent thinking and convergent thinking support functions. The core 
technology of divergent or convergent thinking is the brain-writing support tool 
“Brain Writer” or the handwritten KJ method support tool “GKJ”, respectively.  
They can be used on the mode of both personal thinking process and group thinking 
process. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまで，人間が漠然とした問
題意識からアイデアを掘り出し，それを活用
しながら問題を解決していく活動を「発散的
思考」「収束的思考」「アイデア結晶化」「ア

イデア検証」の 4 サブプロセスに分類した
「創造的問題解決のプロセスモデル」 を提
案し，それぞれの活動に特化した計算機によ
る支援環境を構築し，その有効性について検
証を行ってきた．これまでの研究では，計算
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機の特性を活かして過去の他人の発言をタ
イミング良く提示したり，分散環境における
同期遠隔会議を円滑にすすめる仕組みを導
入したりしてきたが，計算機の特性を活用す
る代償として，発想した考えやアイデアを計
算機に自ら入力するという付加的な操作を
伴っていた． 
また計算機の特性によりグループによる知
的活動を円滑にすすめる環境は整ってきた
が，個人による活動とグループによる活動の
それぞれの利点を引き出し，互いに補完しあ
うことにより，創造的問題解決の効果をさら
に高めることができるのではないかという
仮説を得た． 
 
２．研究の目的 
本研究では，創造的問題解決プロセスにおい
て計算機への入力操作や個人活動とグルー
プ活動の相互作用といった要因が与える影
響を検証しつつ，その知見に基づき上記の 4 
サブプロセスをシームレスに繋ぎつつ，個人
のサイクルとグループのサイクルが両輪と
なって相互補完しながら発想を高めていく
環境を構築することを目的とする．これらの
検証および環境整備により，人間の知的活動
を強化する知識工学的な方法論が確立でき
るとともに，知識科学の分野における「創造
性」の本質に迫るための知見を得ることがで
きる． 
 
３．研究の方法 
本研究は平成 20 年度からの 4 年間実施した． 

平成 20 年度では創造的問題解決プロセス
における計算機への入力操作や個人活動と
グループ活動の相互作用といった要因が与
える影響を検証するために，創造的問題解決
のプロセスモデルにおける発散的思考と収
束的思考に焦点をあて，研究開発を行った． 
平成 21 年度では，創造的問題解決プロセ

ス(発散的思考/収束的思考/アイデア結晶化
/評価・検証)におけるアイデア結晶化/評
価・検証のサブプロセスを対象とし，計算機
支援とその環境の差異についての影響調査
に焦点をあて，研究開発を行った． 
平成 22 年度では，創造的問題解決プロセス
（発散的思考/収束的思考/アイデア結晶化/
評価・検証）において計算機への入力操作や
個人活動とグループ活動の相互作用といっ
た要因が与える影響を検証しつつ，その知見
に基づき創造的問題解決の各プロセスをシ
ームレスに繋ぎつつ，個人のサイクルとグル
ープのサイクルが両輪となって相互補完し
ながら発想を高めていく環境の構築に焦点
をあて，研究活動を行った． 

平成23年度は，平成22年度に行った発散/
収束思考サブプロセスから，結晶化/検証サブ
プロセスまで連続した活動を対象として，個

人あるいはグループの発散的思考支援と収束
的思考支援の統合化された知識創造支援環境
の実証実験を行った．平成20年度から三年間
に渡って行ってきた個別研究成果を活かし，
提案する知識創造支援環境の評価実験を行っ
た． 
 
４．研究成果 
以下に各研究成果について述べる． 
・個人の知識創造活動を促進するデジタルペ

ンを用いた KJ法支援システムと知的 KJ法
支援システムの開発を行った．前者はデジ
タルペンによる手書き操作で発散的思考
と収束的思考を支援する機能をもつシス
テムである．グループ活動にシームレスに
結びつけるためにグループ KJ 法支援シス
テム「GKJ」も実装した（図 1参照）．後者
は連想サーチエンジンを用い個人発散的
思考環境(図 2参照)とグループ化された英
文テキスト群から中心的話題を自動的に
同定するシステムを実装した．現代は両シ
ステムのグループ知識創造支援環境とし
ての統合機能の実装をトライ中である． 

 

 

 

図 1 デジタルペンを用いた簡易テーブ

ルトップシステム GKJ の運用の様子 



 

 

  
図 2 連想検索エンジンを用いたアイデア

ラベル作成支援システム  

 
・グループの知識創造プロセスを促進するた

めに，創造性に関する各因子を高めるアイ
デア創出機能および対話場での知識創造
支援環境（図 3参照）を開発した．前者は
ブ レ イ ン ラ イ テ ィ ン グ 支 援 環 境 と
Wikipedia の統合，ブレインストーミング
での「あいづち」の効果に関する評価実験，
分散型ブレインライティング環境におい
て多様な観点での発想を促す機能の評価
実験，YS 法を参考に参加者ごとの前向きな
評価とアイデア数可視化が創造性因子に
及ぼす効果を評価実験した．後者としては
小グループの対話において，説明スタイル
の習得を促す協調学習支援機能および異
文化コミュニケーションにおける非母語
者の発話支援機能の開発に取り組んだ． 

 

 

図 3 対話場での知識創造支援環境 

 
 
・知識創造支援環境 GKJ の現場適用での改良

実験を，ミニ移動大学という一週間以内の
合宿形式ワークショップで行った（図 4参
照）．初年度はフィールドワークで得たデ
ータを京大式カードに書き一行見出しを
作り，更に GKJ のデータにする作法を参加
学生が三浦から学んだ．GKJ が個人作業お
よびグループ作業の両者に使えることは
確認した．二年度目は三浦が改良したデジ
タルペンによる手書きのアナログ文字を

デジタル文字に即時変換する機能を用い，
個人やグループの創造作業がより効率的
に行えることを確認した．三年度目は実際
のフィールドの問題解決の GKJが使えるこ
とを実証するため，七尾市能登島にでかけ
住民の声を集め，各自が個人 KJ 法でまと
めていった．まとめた KJ 法図解に市民お
よび行政側で衆目評価された．四年度目は
志賀町西浦地区の限界集落の問題を地元
住民を巻き込み，ビジターである学生と一
緒に課題解決地図を作製した．地元住民が
衆目評価を行ったので，今回の試みは多く
の波及効果を生みつつある．知識創造方法
論としては，アナログ情報である写真 K法
による暗黙知とフィールドワークの結果
をメモしたテキストである形式知との統
合の試みである． 

 

 

図 4 知識創造支援環境 GKJ の現場適用の

様子 
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